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思 い が レナ な い 時 をこ

2020年 5月 31日

(1)マ タイ24:1～ 8 ・・・・・ キリストの空中再臨のしるし

接続詞 (ト テ)       新たな時間や事態に入っても....

(幼 マタイ2419～14 ・・・・ 。 大患難期前半のしるし

6)マ タイ24:15～28 ・・・・ 。 大患難期後半のしるし

に)マ タイ24:29～35 。・・・・ キリストの地上再臨のしるし

接続詞 (ベ リ・デ)      前の概念を踏襲しつつ、それとは別に。..

(5)マ タイ24:36～42 ・・・・・ キリストの空中再臨のタイミング

総)マ タイ24:43～51 ・・・・・ キリストの空中再臨への備え

Ⅱ.空
島嘱鷺ぉ贋奨る警戒する家の主人 43～ 44節

(2)主全父,写翌負年阜サ女Yも
ベ

よいしもべ :任務に忠実
信者   主人から信頼されさ

鳥等雀〔宅賃ふ1昌 日向なく、誠実)主人がいつ帰っても

悪いしもべ :不注意、無頓着
不信者  権力を乱用してパワハラ

任務を怠って、それが常態化

救われているなら、携挙される

(3)主がいつ来られるかは知らないが、主がいつ来られるかはだれも知らないことを
知っている

141い

量票嚢〕軍倉ζi::に必ず実現する
(51目 を覚ましていなさい
用心していなさい



lt會
夕し

小準o嬌嬌《薦示録■9:フ～8)

要における乱簿〔難量鏃 4～5奪》

ダニエルの最後の一週(70週目)

年間の轟難時代

前半 3年半 後半の 3年半

にしヽる多く

反キリス トを拝むようになる

縫 臨
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会
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第一の優活 A 第一の嶺活 B 第二の復活

Ⅱ.空中再臨 (携挙) と地上再臨の定義

携 挙 再 臨

携挙の時、クリスチャンは、栄光の
からだに変えられて空中で主と会う

(第一テサロニケ 4:17)

再臨の時、旧約の信者とクリスチャン
と大患期期の信者が、主とともに地上
に戻って来る(ユダ14節 ,黙示19114)

，

“
イ夕

る

の

き
挙
起
携
に

ミングは、大患難期の前
〔黙示録 3:10〕

(第一テサロニケ 5:9)

再臨のタイミングは、大患難期の末に
起きる

(マ タイ24:29～ 35)

り
Ｊ 携挙は、突然であリー瞬のうちに起
きる。正に思いがけない時である。

(第一コリント15:52)

再臨は、地上で大患難期を生き延びた
全ての国民に目撃される

(ルカ21:27)

に) 携挙は、いつ起きてもおかしくない
し、今起きてもおかしくない。

(マ タイ24136～ 42)

再臨は、反キリストがイスラエルと平
和条約を締結してから7年後に起きる

(ダニエル 9:24～ 27)

員
υ 大患難期には、一人もクリスチャン
はいない。携挙は、大患難期からク
リスチャンを救うことが目的である
この救いを待ち望んでいる人々のた
めに携挙がある。 (ヘブル 9128)

大患難期は、不信仰者を裁く創造主の
怒りの時である。預言者エレミヤは、
「ヤコプには苦難の時」と呼んでいる
ここにはユダヤ人と異邦人の不信仰者
が対象となる。  (エ レミヤ3017)

人福笛蔵ネ″「懇 諭イテ尭 升
_卜Jょソァ1月 ,


